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・直営教室では、生徒の学力を問わず、全員がAssistを使っ
て指導しています。 

 

・そこにはつきっきりで指導する講師もいなく、周りの生徒と同
じように席につき、Assistを視聴しています。 

 

今回はその取り組みで、ポイントになることをいくつかご紹介
いたします。 

 

 

 

今回は点数が一ケタの生徒（偏差値３０台、４０前半）にター
ゲットを絞っていますことをご承知ください。 
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低学力層の特徴 

①やればできるタイプ 

 ・集中力がない 

 ・学習にかける時間が極端に少ない。 ０の子もいる。 

 

 

 

 

②能力的に厳しいタイプ 

 ・やったことを１日経つと忘れてしまう。 

 ・消化不良 

いかにして学習に取り組ませるかを工夫する授業を行う。 

大きな点数を望まない。＋５点の積み重ねを狙う。 
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先生 生徒 

勝利 生徒が抱えている弱点（心理
的、生活的）を克服した時 

現状維持 

成績向上 

敗北 さじを投げた時 なし 

①温度差の解消 

  ・先生と生徒が、問題を共有している。 

 

②先生の敗北は明らか。自分次第。生徒が変わってくれるまで続ける粘り強さが 
大事。 

 

③インプットは効果が出ない。生徒にアウトプットさせる。 

 

①②③を念頭に置いて、具体的な方法を紹介 
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やればできるタイプの指導方法① 

 ・スイッチが入る指導 

   いわゆる、学習時間０がこのタイプ。 

   将来設計、進路、目標などスイッチが入るきっかけを伝えていく。 

   少しのチャレンジでは成果が出ない。いつか変わってくれると信じて、 

   指導し続ける。 

 

 

具体的な対策方法 

  ①五分間スピーチの実施 

  ②全員に話すと、伝わる力も分散される。 

  生徒面談を実施して１：１で話せば、聞き手は一人なので伝わる力が増える。 

  ③「今日の話を聞いてどう思った？」と考えさせる時間をとる。 

  ④ちょっとでも変化が見られた場合は、その点を指摘する。（＝褒める） 
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・ケアレスミスを直す指導 

   計算は余白にさせない。大胆に大きく、丁寧に書かせる。 

   問題を２度解かせる習慣をつける。 

    

 

  

具体的な対策方法 

  ①どのようにすればケアレスミスがなくなるか、生徒面談で解決方法を話し合い、 

    生徒に考えてもらう。 

  ②生徒の考えた通り実行させる。（＝うまくいくように先生が誘導する≠押しつけ） 
  ③字が汚い場合はやり直しさせる。 

  ④確認テスト時に、途中計算用紙や問題を２度解いた解答欄も確認する。 

  ⑤（先生の指示通りに）できた時には「このやり方でいいんだよ」と伝える。（＝褒める） 
 

やればできるタイプの指導方法② 
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・集中を持続させる指導 

   とにかく細かく区切る。 

 

 

具体的な対策方法 

  ①集中できない理由を分析する。時には話を聞く。 

  ②仲の良い生徒との座席を離す。 

  ③お弁当箱に指示を出す際に、確認頻度を上げる。 

   確認の頻度を他の生徒の倍にする。 

   横につかなくてもいい。一人でやらせるが、５分経ったら確認。 

   それでも集中が切れるなら２問解いたら確認、、、、と 

   一人でできるラインまでとどんどん細かくする。 

   持続して来たら時間を長くしてみる。 

  ④ストップウォッチを活用して、目標時間を設定する。確認テスト時に時間を 

   書かせる。 

   「確認問題１は ストップウォッチで計って３分で終わらせてください。３分 

   経ったら、問題を解くのをやめ、もう少し時間があれば解き終わるようなら 

   先生に声をかけてください。」 
http://www.vector.co.jp/soft/dl/win95/personal/se401253.html 

  ⑤集中してると思った日は、帰り際に「今日の頑張りは見てて嬉しかったよ」 

やればできるタイプの指導方法③ 
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まとめ 

 

生徒が考える時間を作る。（アウトプット） 
↓ 

先生が誘導する 

↓ 

先生が評価する。（褒める） 
 

褒めるときは  Ｉ  メッセージを中心に 
 

○ 「やればできるね。先生嬉しいよ。」（嬉しいのは先生。聞き手には関係ない。） 
× 「全問正解 すごいね！」（聞き手に「すごい」という感覚がなければ伝わらない。） 
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低学力層の特徴 

①やればできるタイプ 

 ・集中力がない 

 ・学習にかける時間が極端に少ない。 ０の子もいる。 

 

 

 

 

②能力的に厳しいタイプ 

 ・やったことを１日経つと忘れてしまう。 

 ・消化不良 

いかにして学習に取り組ませるかを工夫する授業を行う。 
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http://dditoguchi.jp/c02diagnosing-ld.html 1
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学習障害は２～３％いると言われています。 
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範囲を極端に絞る。 

定着に時間がかかるので、みんなと同じように全範囲を学習
しても、ほとんど身につかない。 

定着させる場所を特定して、そこを集中して取り組む。 

 

 

定期テスト１０点の子は、３０点取れれば３００％ＵＰである。 
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例 数学 

中１ 

 ・正負の四則演算しかやらない。 

 ・分数、小数を省く。 

 ・３項以上のものはやらない。 

中２ 

 ・同類項、単項式の乗除しかやらない。 

 ・分数、筆算型をやらない。 

中３ 

 ・展開、乗法公式、因数分解のみ 

 ・分数、x２乗に係数がついたものはやらない。 

winpassで進めて 

GENESISで宿題 
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お弁当箱の作り方 

定期テストまでリミット ８週の場合 

①（＋５）＋（＋２） （－４）＋（－８） （＋３）＋（－６） 

②上記確認３問解いた後、（＋５）－（－８） 

③上記確認４問解いた後、（－７）×（－４） （＋５）×（－８） 

④上記確認６問解いた後、（－４８）÷（－８） （＋６３）÷（－９） 

⑤上記４までの混合問題 

⑥上記４までの混合問題 

⑦上記４までの混合問題 

⑧上記４までの混合問題 

アシストを見る（インプット）よりも、問題を解く（アウトプット）の割合を増やす。 
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できないところに戻る。 

数学で躓く場合は、小学生の算数４年生あたりに戻る。 

英語で躓く場合は、中１のbe動詞からやり直す。 
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小６ と中１の比例の比較 

 

・小６のほうが比例の基礎に 

特化している。 

 

・中１は比例の基礎を踏まえ
た上での学習内容 
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いきなり定期テスト範囲を
学習しない。 
英語で躓きは中１からやり直す。 

中１指導のポイントは「単語」と「be動詞と一般動詞の区別」 
①ＧＥＮＥＳＩＳ単語テストの実施 

②ＧＥＮＥＳＩＳでの英語指導 

③ＧＥＮＥＳＩＳ基礎力定着テストの反復 

④小６英語基礎力定着テストの反復 
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第20回 ASSIST勉強会 

テーマ②集客 
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高い評判の塾は、 

年中集客が期待できる。 

チラシの反応が良い。 

⇒誰かが口コミしているから。 
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１年で＋１０人の教室 

＋３０人の教室は何が違うのか。 

⇒空気が違います。 
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～有澤が教室訪問して感じる～ 

活気ある/活気のない空気 

活気のある教室 活気のない教室 

私語のない教室 カリカリカリカリ 

間違えて悔しがる。 

しんみり 

コミュニケーション ◆休み時間の先生 

生徒と会話をしている。 

◆生徒 

友達同士で和気藹々。 

◆休み時間の先生 

事務作業をしている。 

◆生徒 

スマートフォンで遊んでいる。 

生徒の挨拶/姿勢 挨拶ができる 

前のめり 

挨拶がない/こんばんはとさようなら 

ふんぞり返る、つっぷふせる 

照明 明るい 暗い 

授業前/授業後 先生が外にいる 
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塾の先生はやることが多い。 

いかにルーティンに落とし込むか。 
活気のある教室 

私語のない教室 カリカリカリカリ/間違えて悔しがる。 

⇒お弁当箱で、今日の学習目標や点数を明確にしておく。 

コミュニケーション ◆休み時間の先生 

生徒と会話をしている。 

⇒本日話をする生徒とその内容をあらかじめ考えておく。 

◆生徒 

友達同士で和気藹々。 

⇒塾内でスマートフォンの利用を制限する。塾生同士を友人に
する。形態をいじるのは退屈しのぎ。退屈にさせない。 

生徒の挨拶/姿勢 挨拶ができる⇒礼儀、言葉遣いと合わせ、日々の指導 

照明 明るい⇒清掃が行き届いているか。明るい蛍光灯に変更 

授業前/授業後 先生が外にいる⇒授業開始１０分前、授業終了５分前は表に出
て挨拶する。 
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～塾長が教室を変える！～ 

インフォメーション機能を活用した 

活気ある教室づくり例のご紹介 
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①ランキング表示機能 

授業開始時に、誰でも可能な百ます計算を実施。タイムを計って競いながら 

計算力、集中力を高め、告知によりモチベーションを高めている。 
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②こまめに更新する 

開くことを習慣化させる。 
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何を更新すればいい？ 
・まじめすぎてもつまらない。息抜きも楽しい。 

・ちょっとした雑学が楽しい。 

・応援は生徒に勇気を与える。 
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・「連絡事項があるから、必ず毎回見るように」 

・イベント案内と報告 インフォメーションは学年問わず、みんな見れるのがいい。 
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・合格速報 将来の自分をイメージできる。 

・王道の真面目トーク 偉人の名言はネタにしやすい。 

・注意喚起 
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・みんなで参加型 クイズ出題 
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・ダイレクトに！ 

・よくみると算数 
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やることいっぱい！ 
～基本的な考え方はモチベーションアップに費やす。～ 

・５分間スピーチ 

目標、進路、高校や大学、偉人伝など。モチベーションを上げる話 

 

・褒める 

 

・面談 

⇒目標の設定、学習計画シート、押し付けない。生徒に決めてもらう。 

授業が静かなのは当たり前。 
・ダレていなく、ピンと張り詰めた空気 

・しんみりではなくカリカリカリ 

・挨拶、姿勢から指導 

元気のいい挨拶、つっぷふせたりふんぞり返ったりしていない。机に向かっ
て前傾姿勢 

・一日の目標、近々の目標設定。それに向かって意欲的な取り組み 
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